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前回の報告 
 

第 2397回 例会 1 月 8 日（木） 

時間・場所を変更しました。 

1 月 8 日（木） 12：00～ 

天王殿（天王寺区逢阪 2-8-52） 

≪ゲスト≫  

菊招友富美子さん、萩寿美倫子さん(琴奏者） 

郭テイテイさん（米山奨学生） 

会長の時間        会長 溝川由英 

皆様、明けましておめでとうございます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

昨年最後の例会・クリスマス家族会は、体

調不良のため欠席してしまい、申し訳ありま

せんでした。久しぶりの会長の時間というこ

とで、少し緊張しています。後ほど年頭の挨

拶もありますので、ここでは個人的な年末・

年始の話をさせていただきます。 

良かったこととしては、昨年冬に喘息を発

症し、昨年末にも同じ時期に再発しましたが、

1 カ月ほどで治り、昨年発症したときよりも

回復が早かったことです。 

悪かったこととしては、昨日、散髪にいっ

て髪の毛を切ってもらい、洗髪後に髪の毛を

乾かしてもらっている時に、分け目を決め兼

ねているため、何か薄くなってますかと聞い

た所、動物でも生え替わりの時期があるので

大丈夫ですよと言われた事です。中々の

ショックでした。 

正月に同級生の友人と会って話していると、

67 歳になると仕事も定年を迎え、ぶらぶらし

ている人が多く、富田林という土地柄もあっ

て、土地を借りて百姓をしている人もいます。

私も何をしているのかと聞かれ、仕事のこと

やロータリークラブに所属していることを話

すと、「ロータリーって何？」と言われました。

全く知らない人に対しては、ロータリークラ

ブの説明からしなくてはなりません。 

では、「ロータリークラブって何をしている

の？」と聞かれたら、小南会長エレクト、何

と答えますか？ 

小南会長エレクト：「奉仕を通じて親睦を深

め、よりよい社会をつくること」だと思います。 

皆さんも、聞かれたときにとっさに説明で

きるよう、ぜひこの言葉を頭の片隅に置いて

おいてください。 

米山奨学生より一言   

米山奨学生 郭テイテイ 

 明けましておめでとうございます。今月の

米山奨学金をいただきありがとうございます。

昨年は大変お世話になりありがとうございま

した。今年はあと 3 カ月、例会に参加するの

は、あと 2 回の予定です。今年もどうぞよろ

しくお願いいたします。 

幹事報告         幹事 山下真知 

新年明けましておめでとうございます。本

年もよろしくお願いいたします。 

・今月 15 日は通常例会、22 日がクラブ

フォーラム、29 日は事業所訪問、移動例会で

すので、お知らせしておきます。 

・年会費、および国際大会に団体登録された会

員で未納の会員は振り込みをお願いします。 

委員会報告 

職業奉仕委員会      委員長 吉川孝浩 

 先ほど幹事よりもお知らせがありましたが、

29 日は移動例会・事業所訪問を開催します。

本日案内を配布していますので内容をご確認く

ださい。出欠表に未記入の会員は後ほど一人ず

つ確認しますので、よろしくお願いします。 

IT推進委員会           委員長 上村和代 

 本日、例会後、委員会を開催しますので委員

の皆さんは残ってください。 

 

出席報告      親睦活動・出席委員会 

 

ニコニコ箱             SAA 

吉原、地久里、阿部、田中各会員 本年も、

よろしくお願いいたします。 

大森、吉村、西村、山下各会員 新年明けま

しておめでとうございます。 

第 2397回例会 

1月 8日(木) 

会 員 数 58名 
出席率 

84.91％ 
出席者数 45名 

算定分母 53名 

出席規定適用免除者数 12名 

第 2394回例会 出席率（ＭＵ共）98.11％ 



- 3 - 

 

本年もよろしくお願いいたします。 

松本会員 明けましておめでとうございます。 

     計 35,000 円 累計 1,459,000 円 

新年互礼会 

1 月 8 日（木）12：20～14：00 天王殿 

出席者 阿部、赤松、地久里、福田、濱口、

稗田、石橋、石原、岩﨑、上村、 

河村、喜多、北井、小林、小南、 

松本、宮田、三好、溝川、中村、 

西村、岡田、大森、大西、尾﨑、 

榊原、眞田、柴田、菅、田島、田中、 

谷村、谷室、手島、時田、友藤、 

辻野、渡壁、山下、米山、吉原、 

吉川、吉村、吉岡、湯各会員、 

琴奏者（菊招友さん、萩寿美さん）、 

上廣先生、事務局（中村、増田） 

◎ 1月度定例理事会 

1 月 8 日（木） 11：00～11：50   

天王殿 2 階 

出席者 溝川、中村、小南、田中、山下、 

石原、友藤、岩﨑、赤松、岡田、 

谷室、福田各理事会メンバー、 

稗田副幹事、田島会長ノミニー、 

北井会員、吉川委員長 

議 題 

 1．【継続案件】受付のカード支払いの件 

(継続) 

 2．【継続案件】行事予定変更の件 

タイ・プラカノン RC の会長交代式の

日程が決まってから検討する。(継続） 

 3．【継続案件】事業所訪問（1／29）の件 

バス利用については、吉川委員長が個

別に確認する。通常例会食事代の差額 

70 円×参加人数・会場費 4,320 円・

入館料 240 円×参加人数、バス料金に

ついては委員会予算より支出。今回追

加会費の徴収はなし。昼食時はワンド

リンク付き。追加の飲み物代は個別精

算。吉川委員長を通して注文してもら

うようにする。（承認／継続） 

4．【継続案件】フィリピン奉仕活動の件 

（継続）  

 5．【継続案件】国際社会奉仕活動時のド 

ネーションの集め方について（継続） 

6．第 4 回クラブ協議会（2/26）の件． 

・内容「各委員会の実施状況につい

て」クラブ協議会までに委員会の開催

をしてもらうよう山下幹事よりアナウ

ンスしてもらう。 

・小林ガバナー補佐訪問時の事前懇談

会 11：20～ 理事会メンバーも参加

してもらう。（承認）   

7．琵琶湖・青少年 1 泊合宿の件 

青少年奉仕委員会より、榊原会員の別

荘で会員の子ども・お孫さんを対象に、

火おこしやロープワークなど非日常的

な体験を提供することを目的に、1 泊

2 日の旅行をしたいとの打診があった。

リスク管理も含めて委員会で検討して

もらい、正式に議案として提案しても

らう。（報告） 

8．川上会員の件（継続）  

9．伊藤会員の件（継続） 

10．出席規定適用免除申請書提出の件 

・浅野会員：提出あり。申請書を受理す

る。小西会員：要請あり、申請書未提出。

中山会員：今年度末までの申請書は承認

済み。（承認/継続） 

12．【追加】例会・会員の長寿を祝う会時 

間変更の件 

年配者も数名おられるため通常の昼例

会後に開催したいと佐藤委員長より依

頼があった。3 月 26 日（木）は、夜例

会から昼例会へ変更し、その後長寿を

祝う会を行うこととする。 

＜今回お祝いする会員＞ 

米寿：山田会員 

古希：福田会員、伊藤会員 

還暦：中村会員、田島会員（承認） 

13．青少年交換・短期派遣のカウンセラー

の件   

短期のため、山下会員にカウンセラー

をお願いする。（承認） 

◎ IT推進委員会 

1 月 8 日（木） 14：15～ 14：30  

天王殿 2 階 

出席者 上村委員長、宮田、時田、吉川、 

 眞田、松本、菅各委員
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卓話要旨                 年頭の挨拶             会長 溝川由英 

 

皆さま、新年あけましておめでとうございます。本日はご多用のところ、新年互礼会にご出席いただき、

誠にありがとうございます。 

昨年一年を振り返りますと、社会情勢も経済環境も、決して穏やかとは言えない出来事が続いた一年で

あったように感じます。そのような中にあっても、私たち大阪平野ロータリークラブは、会員の皆さまの

お力添えにより、奉仕活動や例会、親睦行事を大きなトラブルもなく進めることができました。あらため

まして、日頃のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。 

ロータリークラブは、単なる親睦団体ではなく、「奉仕」という理念を中心に据えた組織です。しかしそ

の奉仕は、何か特別なことをしなければならない、というものではなく、まずは身近な人を思いやる心か

ら始まるものだと私は考えています。 

 例会で顔を合わせ、互いの近況に耳を傾ける。困っている仲間がいれば、そっと支え合う。そしてその

輪が、地域社会へと自然に広がっていく。そうした日常の積み重ねこそ、ロータリーらしい奉仕の姿であ

ると思っています。 

本年も、引き続きクラブとしての活動を一つひとつ丁寧に積み重ね、地域から必要とされる存在であり

続けたいと考えております。そのためには、ここにお集まりいただいている会員の皆さまお一人おひとり

のお力が欠かせません。どうか今年も変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げま

す。 

私自身も、まだまだ至らない点ばかりではございますが、幹事をはじめ、役員理事の皆さまと力を合わ

せ、クラブ運営に誠心誠意努めてまいります。何かお気づきの点がございましたら、どうぞ遠慮なくお声

掛けください。皆さまのお言葉が、クラブの改善と成長につながっていくものと確信しております。 

結びになりますが、本年が皆さまにとりまして、健康で、笑顔の絶えない一年となりますことを心より

祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 
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ガバナー月信 1 月号より 

職業奉仕月間に寄せて 

2025－26 年度 国際ロータリー 

第 2660 地区 ガバナー 吉川健之（大阪北 RC） 

１月は職業奉仕月間です。本年度のスローガン「UNITE FOR GOOD（よいことのために手を取りあお

う）」は、まさに職業奉仕の核心そのものです。私たちが日々の職業で培ってきた専門性・信用・ネット

ワークを、地域と世界の「よいことのために手を取りあって」活かす。これがロータリーの原点であり、

最も私たちらしい貢献のかたちです。 

職業奉仕はしばしば抽象的と言われますが、その土台は明快です。ロータリーの目的第２項は「職業上

の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会として各自の職

業を高潔なものにすること」と定めています。さらに「四つのテスト」は、意思決定の現場で自らを律す

る簡潔な羅針盤です―― ①真実かどうか、②みんなに公平か、③好意と友情を深めるか、④みんなのため

になるかどうか。これらは理念の標語ではなく、職場の毎日の選択を支える行動基準です。 

 では、本月間に何を実践するか。私は次の五点を地区共通のアクションとして提案します。 

 ① 例会で「四つのテスト・ケース５分間」 ― 

   会員の皆さまが直近の業務判断を一つ持ち寄り、四つのテストで振り返る。 

 ② 次世代メンタリング ― 

   若手社員・学生を対象に、キャリア相談や現場見学を各クラブで継続化する。 

 ③ 倫理と透明性の再点検 ― 

   ハラスメント防止、利益相反、生成 AI の適正利用、個人情報・知財の保護など、組織の要所を見直す。 

 ④ 地域とともに学ぶ ― 

   中小企業や NPO と連携し、サプライチェーンの人権・環境配慮や安全文化の強化を進める。 

 ⑤ 職業スキルの提供 ― 

   クラブや地区の奉仕プロジェクトに専門性を直接投入し、成果の測定（指標化）まで伴走する。 

AI やデジタル化、国際情勢の変化が速い時代だからこそ、私たちの「高潔さ」はこれまで以上に価値を

持ちます。締結する契約一つ、交わす言葉一つ、掲載する情報一つが、顧客・取引先・従業員・地域社会

の信頼を左右します。ロータリアンが先んじて誠実・説明責任・公平性を体現するとき、職場は強く、地

域はしなやかになります。ガバナーとして、地区のすべての会員が自らの職業を通じて「見える奉仕」を

積み上げ、成果を仲間と共有する一年にしたいと願っています。 

「UNITE FOR GOOD」を合言葉に、私たちの専門性を束ね、よいことのために手を取りあいましょう。

行動は小さく、しかし継続的に。四つのテストを胸に、今日の職場から、明日の地域へ。皆さまと共に、

職業奉仕の力で第 2660 地区から確かな希望を生み出してまいります。 

 

2024－25 年度地区年次財務表 及び 財務報告書採択のご報告 

直前ガバナー 大橋秀典（東大阪東 RC） 

RI 細則第 15 条 060 項 4 号の定めるところにより、2024－25 年度 地区年次財務表 及び 財務報告書の

内容につき、2025 年 11 月 1 日～14 日実施のクラブ投票にてご審議をお願いしたところ、下記の通り採択

されましたのでご報告致します。 

 

＜2024－25 年度 地区財務表 及び 財務報告書審議結果＞ 

［投票結果］ 承認：77 クラブ、 不承認：0 クラブ、 未回答：3 クラブ 

 

以上 賛成多数により採択 




